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PFKFB1/PFKFB4

PFKFB1; F6PK; PFRX;
6PF-2-K/Fru-2,6-P2ase 1; PFK/FBPase 1; 6PF-2-K/Fru-2,6-P2ase liver isozyme; PFKFB4; 6-
phosphofructo-2-kinase/fructose-2,6-bisphosphatase 4; 6PF-2-K/Fru-2,6-P2ase 4;
5207/5210

P16118/Q16877

MM E b PFKFB1/4 BIROEMATF RIS L THER SN, 73/ BREEE: 331-380

6-phosphofructo-2-kinase/fructose-2;  6-bisphosphatase 1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、二機能性6-ホスホフルクト-2-キナーゼ：フルクトース-2,6-ビホスファターゼ酵素ファミリーの一員をコードしています。この酵素はホモ二量体を形成し、独立した触媒ドメインを用いてフルクトース-2,6-二リン酸の​​合成と分解の両方を触媒します。フルクトース-2,6-二リン酸は、解糖経路の活性化因子であり、糖新生経路の阻害因子です。したがって、この酵素の活性を介してフルクトース-2,6-二リン酸レベルを調節することで、グルコース恒常性が制御されていると考えられています。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年11月],触媒活性：ATP + D-フルクトース6-リン酸 = ADP + β-D-フルクトース2,6-ビスリン酸。,触媒活性：β-D-フルクトース2,6-ビスリン酸 + H(2)O = D-フルクトース6-リン酸 + リン酸。,酵素制御：リン酸化はキナーゼ活性を阻害する。,機能：フルクトース2,6-ビスリン酸の合成と分解。,類似性：C末端領域に存在。ホスホグリセリン酸ムターゼファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：肝臓。,
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	PFKFB1/4抗体を用いたHeLa細胞、HepG2細胞、COLO205細胞、および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PFK-2 liv/tesポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

